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吉野川源流部の過疎地域における人口構造の変化
一高知県嶺北地域の事例一
The Change of Social Structure and Population Decline: 
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農林業 ブルーカフー ホワイトカフー サー ビス
実数(人) 1980年 総数 4，244 4，921 2，422 1，828 
男 2，229 3，518 1，334 731 
女 2，015 1，403 1，088 1，097 
1995年 総数 2，342 3，175 2，392 1，451 
男 1，327 2，259 1，134 596 
女 1，015 916 1，258 855 
構成比(%) 1980年 総数 31.6 36.7 18.1 13.6 
男 28.5 45.0 17.1 9.4 
女 36.0 25.0 19.4 19.6 
1995年 総数 25.2 34.2 25.7 15.6 
男 25.0 42.5 21.3 1.2 
女 25.5 23.0 31.6 21.5 
変化率(%) 1980-95年総数 -44.8 -35.5 -1.2 -20.6 
男 -40.5 ー35.8 -15.0 -18.5 
女 -49.6 一34.7 15.6 一22.1
農林作業 :G農林漁業作業者
ブルー カラー :H運輸・通信従事者、 I技能工、採掘・製造・建設業及び労務作業者、 J分類不能
ホワイトカラー :A専門的・技術的職業従事者、 B管理的職業従事者、 C事務従事者
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L.. L.. 嶺北地域における年齢階級別の人口の長期的な推移についてはすでに 3章で明らかにしたが、
ではコーホート変化率という視点からもう一度整理しておこう。 40年という長期間を対象に1960""65
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注1)過疎とは一般に、急速な人口減少によって地域社会において一定の社会生活の水準を維持することが難しく
なった状態を指す。学校や医療機関などの閉鎖、地域の生産機能の著しい低下、伝統的な地域文化の喪失など
によって地域の活力が失われていく。こうした地域経済や社会の空洞化がさらなる人口流出をもたらすという
累積的な過程が進んだ。
2)行政領域は現在の市町村の境域に組み直したものである。
3)本川村で1980年の人口が一時的に約200人上昇するのは、当時建設中だった本川用水発電所の工事現場関係者
がカウントされたためである。この種の滞在者が人口統計に含まれるのは国勢調査の特徴で、他の地域につい
てもダム工事や建設工事など同様のケースが考えられるが、この場合本川村の人口規模が小さいためその影響
がことさら大きく現れたものである。
4)大川村北東部の朝谷川流域には白滝と呼ばれる硫化銅の鉱山があり.2次世界大戦期から戦後期にかけての最
盛期には1，000人を越える従業員と2，000人近い人口を擁したが、 1960年代から規模を縮小し1972年に閉山した。
5)早明浦ダム建設にともなう「大川村水没者世帯数及び移転先調べJ(1971年10月)によると、移転対象となっ
た7集落で移転した167世帯のうち村内への移転は26世帯で、土佐町37世帯、本山町12世帯に対し、高知市は51
世帯で全体の30%を占めた。
6)多くの場合、市町村などの小地域では年齢階級別の人口動態に関するデータが得られないため、年齢階級別
人口の変化から各コーホートの増減を分析の対象にしてきた。
7) ここでの社会増減は5町村の転入数・転出数を単純に合計したもので、厳密には嶺北地方全体の人口の出入
りを表したものではない。例えば大川村から転出して本山町に転入した人がいた場合、転出数と転出数にそれ
ぞれ lが加えられることになる。ただし、社会増加率は域内町村間の移動が相殺されるため、嶺北地方全体を
1つの枠として転入・転出の差を正確に表している。
8)就業者数のデータは居住地ベースによる集計であって従業地ベースによるものではない点に注意を要する。
9) 国勢調査は個人の主たる就業先を調べるため、兼業農家の場合、夫が建設業で妻が農林業というパターンに
なることが多い。
10)母集団が国家レベルの単位で人口の地域的な純移動が無視しうるほどに小さい場合、コーホート変化率はそ
の人口集団の5年間の生存率を表すことになる。
11)人口還流と言っても1970--75年における20--24歳コーホートの変化率は0.95で1に満たず、コーホート人口
はなお減少を続けている。ただし、他の年齢層のコーホートに比べ相対的に変化率の値が高いことから、流出
者に措抗する形で一定の還流者が存在したことが推定される。
12)婦人子供比の算出において、一般的に女子の出生年齢を15--49歳とすることが多いが、ここでは20--39歳と
設定している。
13) 2000年(平成12)国勢調査の年齢別人口データが分析時点で未発表のため、 1995年の値を基準にとる。
14)各年齢階級のコーホート変化率について1970--75年以降の値に回帰式を当てはめ、将来の変化率を推定した。
ただし、年齢階級によって回帰結果にばらつきにが生じるため移動平均法などにより修正を加えている。
15)コーホート変化率を時間の関数として可変的に扱いながら将来人口を予測することは理論上可能であるが、
初期条件に含まれる不確実性が累積的に拡大するおそれがあるため、ここでは用いなかった。
16)分析時点で2000年国勢調査の年齢階級別人口のデータが未公表であったため、予測に用いたデータは1995年
の値を基にしている。 2000年における嶺北地域の総人口は17394人(速報値)であるから、「シナリオ 1Jと「シ
ナリオ2Jの中間にあたる。
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